令和８年度第1回鎌倉市消費生活委員会　会議概要
	開催日時
	令和８年８月21日(金)　14時30分～16時00分

	開催場所
	鎌倉市役所　404会議室

	出席者(名簿順)(敬称略)
◎委員長　〇職務代理者
	【委員】◎大橋、〇福島、髙見、小島、田坂 (欠席：山村、奴田)


	協議事項
	１．開会
２．会長選出
３．報告
令和７年度消費生活行政に関する事業の報告
４．その他

	会議概要
	１．開会
会議冒頭、事務局及び委員の挨拶があった。
２．委員長選出
互選により、大橋氏が委員長に、福島氏が職務代理者に選出された。
３．報告
令和７年度消費生活行政に関する事業の報告
事務局から令和７年度消費生活行政に関する事業の報告があった。
ア　消費生活行政の概要
消費者啓発：出前講座は17件実施。R8年度も現時点で3件実施。
パネル展示：市役所本庁舎や地下道ギャラリーで展示を実施。
啓発資料：自治会・町内会へ回覧板等を通じて啓発資料を配布。
消費者団体の支援：自主的活動を支援。
立ち入り検査：1店舗に対し立ち入り検査を行い、違反なしという報告。
紛争調停委員会：紛争案件がなかったため、実施せず。
くらし見守りネットワーク：民間事業者や行政機関と連携し、高齢者の見守りや声掛けを行うとともに、随時意見交換を実施。
イ　令和7年度消費生活相談状況
相談件数：1,829件、1か月平均は約150件、前年度より約200件増加。
相談増加の主な要因：インターネット通販、特に「定期購入」に関するトラブルが増加。初回は安価でも、2回目以降に高額となるケースが目立つ。
相談内容：「契約・解約」「販売方法」に関する相談が多く、それぞれ1,000件を超えた。年齢別だと、70歳代以上の相談が非常に多く、苦情件数の約35％を占める。
販売形態：通信販売が店舗購入を上回った。特にインターネット販売に関するトラブルが増加。
処理結果：あっせん解決：257件。あっせん不調：28件。あっせん成立率：約90.2％。
ウ　エシカル消費推進事業の概要
アドバイザー：末吉里花氏をアドバイザーに委嘱。
普及啓発：子どもの家で絵本の読み聞かせを実施。ホームページでエシカル事業者を紹介。啓発リーフレットやスイングPOPを作成。ボードゲーム「フェアトレードのおみやげ」を配布。
フェアトレードタウン：令和7年3月4日に認定。一般社団法人日本フェアトレード・フォーラムが認定。認定式典を開催。
認定までの手続：市議会の承認や市長の宣言などが必要。推進組織が申請。
　　エ　印象に残った相談事例
　　　　未成年者による契約に関する事例。
訪問した医師が点検商法に気付いた事例。
ケアマネージャーから相談が寄せられた事例。
地域包括支援センターのケアマネージャーから、電話勧誘販売で海産物が送られてきた事例
　　オ　意見交換
　　　　生成AIに関する相談：生成AIの回答を根拠に、「クーリング・オフできるはず」
と主張する相談者が増加。AIの情報が常に正しいとは限らないことを、消費者に周知する必要がある。
定期購入トラブル：県でも相談件数が約1.4倍に増加。特に50歳代から70歳代の化粧品に関する相談が目立つ。
若者の消費者トラブル：SNSをきっかけとしたトラブル。不動産賃借、エステ、マルチ商法などの相談が多い。
学校教育：小学校で金融教育やエシカル消費の学習を実施。教員が末吉里花氏の講演を聴講し、学習への理解を深めた。
紛争調停委員会の実績：直近では令和4年度に1件実施。賃貸アパートの洗面台修理で、3,000円の広告から26万円を請求された事例。調停の結果、3万円で合意。事業者が交渉に応じないケースもあるが、市として積極的に対応する方針。
４．その他
・特になし




